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社会教育センター図書室
2 8 ・ 5 4 4 9図 書 室 今月のお知らせ

休 館 資料整理のため、9月30日（木）は、図書室をお休みします。
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ぱったんして
松田　奈那子　文 　（KADOKAWA）
　半分に折った紙を開いて、絵の具で
色をのせよう。色をのせた紙を半分に
折って、ぎゅっと押さえて、やさしくなで
ると…。紙を開いたら、どんな形ができ
たかな？はじめてふれるアートの絵本。

琉球警察
伊藤　潤　著　（角川春樹事務所）

　明日に結婚式を控えた、信用金庫勤めの春
香と、パン屋の息子でデザイナーの真平。一
組のカップルとその家族がそれぞれ胸に秘め
ていたものとは？結婚前夜を、当人とその家
族の視点から紡ぐ物語。

明日は結婚式
小路　幸也　著　（祥伝社）

　華の彼氏・勝人は、本当に信用できるやつな
のか。血のつながらない姉・華にほのかな恋心
を寄せる星也は、親友の葉月とともに、勝人の
ことを調べ出すが…。見て見ぬふりの負の連
鎖が忌まわしき悪夢を招くサイコ・ホラー。

　琉球警察名護警察署に配属され、公安担当
になった東貞吉は、人民党の末端・島袋令秀を
作業員（スパイ）に育てることに…。本土復帰前
の沖縄を舞台に描くバイオレンス・ロマン。

サイレント　黙認
神津　凛子　著　（講談社）　
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こ
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